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風薫る五月。まさにそんな良いお天気が続いています。校門近くのハナ

ミズキは白い花が咲きほこり、校庭では木々が青々とした若葉をなびかせ

ています。新年度が始まってから１か月。大清水中の生徒も新しい環境に

少しずつ慣れ、授業や行事、様々な活動に前向きに取り組んでいます。 

昼休みには、廊下や教室でまったりしたり、おしゃべりしたり。 グランドで 

↑５組作品 色とりどりのこいのぼり  遊ぶ生徒もいれば、体育祭の練習をする生徒、図書館では本を探したり、

友人と一緒に読んだり、その隣の昇降口ホールではピアノが奏でられ、様々な曲が聞こえてきます。 

保護者の皆様におかれましては、先月は授業参観や二者面談、また、今月は部活動保護者会とお時間を

作っていただきありがとうございました。さらに今月は体育祭（22 日）、引き渡し訓練(29 日)がございます。 

今後も子どもたちの成長を一緒に支えていきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

体育祭スローガン、シンボルマーク決定！ 

        「一致団結！ 絆を深めて勝利を掴め！」 
  本校では、体育的な活動やふれあいの場を通して、お互いに理解し合える豊

かな心を育むことを目的として、体育祭を行います。 今年度からは、土日開催で

は参加が難しい生徒が増えてきていることから、体育祭を平日開催としました。 

また、昨年度好評だった生徒会種目の部活動対抗リレーもパワーアップ。 伝統

的な演技やフォークダンスなどはそのままに、「ともに学び ともに育つ学校」、 

「ともに生きる社会」を目標に、運動の得意不得意に関わらず、また通常の学級・   ↑体育祭 シンボルマーク作成中

特別支援学級の生徒が一緒に活躍できる、そんな体育祭を生徒たちと一緒に作っていきます。 

 
 ブロック割 
 ４／１３（月）の集会では、体育委員が中心になり、ブロック抽選会が行われました。 

 赤ブロック  ３３組 ２３組 １１組                                      

 黄ブロック  ３１組 ２１組 １４組                            

 青ブロック  ３２組 ２２組 １２組 １３組                                   

５月７日(木)には結団式があり、８日(金)から練習が始まりました。保護者の皆様、毎日の洗濯や水分など、

ご協力をいただいております。ありがとうございます。お子様の頑張りへの応援、よろしくお願いいたします。 

 

教育理念 自由と責任 

教育目標 よりよく生きる力を育成する 

活気あふれる３年生！ チーム力に期待しています。 

１・2年生もブロックを盛り上げています！ 

ク長の言葉も頼もしく、３年生全体の成長ぶりを最

近顕著に感じています。 

http://www1.fujisawa-kng.ed.jp/johsh/


 体操服 
 体育祭期間の服装は基本的には体育の授業での体操服としていますが、昨年度から 

「洗濯が間に合わないときなど、練習時に限り、白・黒・紺・グレーなどワンポイントの Tシャツは可」 

としています。（予行・本番では不可）           部活で紹介される 関東大会サポート Tシャツなども活用ください。 

 
【生徒総会】 
 ５月７日（木）午後、生徒総会が開かれました。各委員会や部活動の活動方針や意気込みなどが発表され、
全会一致で承認されました。その後の講評では、教頭先生から「民主主義」についてもお話があったと聞い

ています。 

 単に多数決で数が多い方に従うのではなく、「少数の意見も大切にしながら、より多くの人が納得できる合

意点を探る」機会になったのではないでしょうか。 

 たくさんの準備をしてくれた生徒会本部役員や各委員会の委員長、部活動の部長の皆さん、そして、会の進

行に協力した生徒の皆さん、ありがとうございました。 

                                                           

【部活動 春の大会】 
  ４月下旬から各部の春季大会が開催されました。はつらつとプレーする姿、出場メンバーを応援し、懸命に

サポートする姿や、応援する姿が見られました。 

 バスケットボール部  男子予選リーグ 敗退   

                     女子決勝トーナメント出場(5位)  

 卓球部    春季大会 予選リーグ敗退 

   サッカー部（高浜中との合同チーム） 湘南ブロック大会出場 

        ソフトテニス部   男女湘南ブロック出場   野村・田中組   加藤・卯塚組 

   陸上部   県選手権大会出場     男子８００M 川戸夢  １５００M 川戸聖  3000M 淵脇   

   バドミントン部   チャレンジカップ男子 個人戦準優勝 窪田 3位 近 ダブルス 3位 髙橋・西村組 

                               女子 ダブルス 3位 町田・豊田組   

                  協会杯（団体戦） 男子 準優勝  女子 5位 

 

【校内支援について】 

  本校では、登校することに悩みがある、一斉授業での学習に困難がある、人間関係で悩んでいる、など 

支援が必要なときに相談し、解決できるよう一緒に考える機関があります。 担任、学年職員、スクールカウン

セラーなど、相談しやすい職員にお声かけください。保護者のみ、生徒のみ、も可能です。 

   ⑴学習支援 

   ①介助員(授業中に介助) 

   ②放課後学習（火木の放課後 1時間程度） 

   ③個別学習（週 1回程度授業中取り出し） 

   ④別室学習(生活リズム形成のための登校支援など) 

   ⑵相談支援 

   ①スクールカウンセラー 火曜日と金曜日  

   ②本校職員 

 



【教育課程について】 
  公立中学校では、文部科学省の「学習指導要領」に沿って学習を進めており、本校では、どのような内容

を学ぶか、どのように評価するかを各教科のはじめの授業で生徒に伝えています。保護者の方々には、先日

の保護者懇談会で資料を配付していますので、ご確認ください。 

  現指導要領の評価では、以前のように、提出物を出せば「意欲」で○点、というようにはなっておりません

（提出物の内容で評価します）。 提出物を出せば良いのではなく、どのように学んだのか、どう使えるように

なるのかというところが判断材料になります。 

  本校では、「学校で学んだことが、生徒の『生きる力』となって、その先の人生につながってほしい。そして、

より良く生きる力をつけてほしい」という願いをもって、引き続き、「よりよく生きる力を育成する」を学校教育目

標とし、右に今年度のグランドデザインを掲載しました。 

 このグランドデザインには、本校教職員から「こうなってほしい」という思いが

込められています。 ぜひ、ご確認ください。 

 

  生徒の皆さんには、各教科の授業等で得た知識や体験が、生活や 

他の教科とつながって「あぁ、だから〇〇なのか！」と気づきが見つかるよう、 

アンテナを張り、学びを深めてほしいです。 

  また、周りの仲間と一緒に考え、自分には思いつかなかった新たな発見をしたり、自分の考えを伝えたり、

自分とは違った感性や意見を受けとめたり・・・、対話しながら学ぶことを深めてほしいと思います。 

 

【５月２９日（金） 引き渡し訓練について】 

  藤沢市では、震度５弱以上の地震が発生した際、生徒は自力で下校せず、安全のため、 

保護者への引き渡しによる下校としています。 

  今回の訓練は有事の際の混乱を想定し、生徒の安全を確保するため、本校では初めて実施

するものです。一昨年度から計画し、昨年度は担当が他校の実施している様子を参観し、大清

水小学校との協議を経て、ここまでこぎつけましたが、実施して初めて分かることもあるかと思います。どんな

に手を尽くしても、「防災に完全はない」と言われます。今回の訓練は、失敗や混乱を見つけ次につなげるた

めのもの、というスタンスで行い、その内容を経て、改善をしてまいります。どうぞ、ご理解をお願いいたします。 

 

 

☆お知らせ☆  
 
 卒業式は 3 月 10 日(水) 
  公立高校の入試選抜日程の決定を受け、県内公立中学校卒業式は 3月 10日(水)となりました。3年生

の保護者の皆様、ご予定をお願いします。 

 



2026 年（令和 8 年） グランドデザイン 

教育理念「自由と責任」 

 

全てのことに感謝し たゆまず努力し続け 創造力を高めて 

よりよく生きていく力を育成する 

   「自分も人も大切に」「ともに学びともに育つ」学校から「ともに生きる」社会へ 

＜めざすこと＞ 

＜めざす生徒像＞ 

 

 

 

 

 

 

＜そのために＞  

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 

生徒たちが自律・自立し 自治のできる学校 

○役割と振り返り                   （自治活動の充実） 

○失敗を次の挑戦に変える環境づくり   （安心できる居場所づくり） 

○発問、問いかけの工夫    （生徒自身の主体的な思考と行動を促す） 

○授業の内容を生活と結びつける      （学びを生活につなげる） 

 

 

〇互いに認め合い、高め合う        （自己肯定感の向上） 

〇挑戦し、課題を解決するよう考え行動できる（自立、自律、挑戦） 

〇尊重し合える関係を築く      （他者との関わり、自己有用感） 

学校経営 2026 年度の重点項目 

☆自治活動の充実(ゼロからでなくても、生徒主体の活動を高めていく) 

☆学びを実感できる授業づくり（他者と協働し、他教科とのつながりで学びを深める） 

☆特別支援級（５組）とのつながり（連絡・声がけ・ともに動く） 

☆不登校生徒への学習支援（学習指導員との協働） 

☆地域とともに子どもを育む環境・防災安全教育（学校運営協議会や地域との連携） 

☆ワークライフバランス（職員の持続可能な働き方、年度を超えて使うものを整理） 

 

 

 

 


